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【表現形態】
論文及びPHPプログラム
【研究目的】　
大学の講義は教科書を買うか買わないか自由ですが、勉強のためにほとんど学生は教科書を購入している。自分は今まで履修した講義ほとんど教科書を購入していた。一学期に講義が終わった後一冊の本は全部学習しきれない。その後、たいてい不要になってしまう。その不要となった教科書の情報を共有することで、より有効に活用を目指す。

【期待される効果】
教科書の情報を共有することで以下のような効果を期待される。
· 学生の経済的な負担を減らすことができる
· 情報を共有することで学生同士のコミュニケーションを促す
· 本学学生だけではなく、ほかの大学と提携してより多くの教科書を取り扱えば、利便性はさらに高まる
· 世の中は変化が激しいので、教科書の作者に対して、内容の刷新を促進する

【研究概要】
· 学生に対して、教科書についてアンケートなど行い、教科書の保有状況について調査するかどうなるか調査する
「法律上で著作権に関する」卒論を書くとき要調査
· 教科書登録画面を設計し、システムの機能を加えて実装と実験を行い評価する
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